
 

                            ２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年    第第第第１１１１回回回回    日本日本日本日本スナイプスナイプスナイプスナイプ協会協会協会協会    理事会理事会理事会理事会                 書記：栗原 

 

日   時 ： ２０１０年２月１３日 １３：００～１８：００、１４日 ９：００～１５：００   

場   所 ： 愛知県名古屋市東区 東桜第一ビル 

出席役員 ： 篠田 野元 山本 古賀 桑野 吉留 佐藤 川村 内田 宮崎 

 西村 井田 森本 岡田 百済 白石 安部 栗原 山田 

１． 出席確認 

出席１９名、委任状３名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ紹介  

中部水域：西村さんの今後のｻﾎﾟｰﾄ役として内山さん、北陸水域：宮崎さんの後任として村山さん 

２． 会長挨拶 

協会の盛り上がりは各水域の頑張りにある。協会活性化のため、活発に議論したい。 

３． 理事長挨拶 

経済の低迷によりｽﾅｲﾌﾟ協会員の活動も衰退気味。ﾜｰﾙﾄﾞの参加枠返上、全日本参加ﾁｰﾑの減少に現れ

ている。ｱﾏﾁｭｱｽﾎﾟｰﾂ興隆のため頑張ってゆきたい。 

４． 大会報告 

（１） 全日本ｽﾅｲﾌﾟ 

概ね好評だったが、宿泊場所の案内方法に要改善点があったが、補助金をもう少し欲しい。 

一部の選手に計測などの知識不足が見られ、運営の障害になった。 

予め、計測などの手順をＨＰなどで知らせ、選手の啓蒙を図ったら良い。 

（２） 全日本ﾏｽﾀｰｽﾞ・女子 

ﾏｽﾀｰｽﾞはここ数年、３０ﾁｰﾑ弱が参加。好評であったと思う。女子の参加ﾁｰﾑを増やしたい。 

（2009 年は７ﾁｰﾑ） 今後、中部水域で開催する場合は、若手運営要員の育成が課題。 

（３） ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

配布資料参照下さい。 

（４） 実業団 

2009 年は千葉市稲毛ＹＨで開催、ｱｲｼﾝＡＩが優勝。2010 年は山口県光市で 8/26～29 で開催予定。 

実業に従事している人であれば、参加可能。ただし、高松宮妃記念杯は単一企業ﾁｰﾑに授与。 

（５） 各水域報告 

① 北海道 ： 計測員の養成講習会を開催、有意義であった。 

② 東  北 ： 2011 年の全日本開催に向けて準備を開始。 

③ 関  東 ： 湘南ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙは参加艇数 59 と盛況で良い雰囲気。敷居が低いのが理由と思う。 

④ 北  陸 ： ＳＣＩＲＡ登録者数が増加し、金沢大の全日本ｲﾝｶﾚ出場で湧いている。 

2014 年にｲﾝﾀｰﾊｲを開催予定。2016 年の全日本ｽﾅｲﾌﾟ開催を視野に入れている。 

⑤ 中  部 ： 運営の世代交代、学生選手の取り込みが課題。今年はﾚｰｽ開催数増加を考える。 

⑥ 琵琶湖 ： ﾚｰｽ参加艇数、会員・艇体登録の減少傾向続く。ﾎｯﾄﾄﾞｯｸﾞ・ﾊﾟｰﾃｨｰは好評ゆえ継続 

⑦ 関  西 ： 8 月７～8 日の関西選手権など、更にﾚｰｽ企画に参画してゆく。 

⑧ 中  国 ： 艇登録 9 艇減少。選手登録は広島が増加するも、岡山、鳥取、山口の社会人減少。 

⑨ 四  国 ： 海の日に四国ｽﾅｲﾌﾟ選手権を実施、単独開催は出来ぬので県連主催の大会に便乗 

⑩ 九  州 ： 百済理事の計測講習会、安部理事のﾁｭｰﾆﾝｸﾞ講習会が好評だった。 

⑪ 鹿児島 ： ﾊｰﾊﾞｰ内に新艇庫（鹿児島国際大学ﾖｯﾄ部）が完成した。 

（６） 各部報告 

① 計  測 ： 更新手続き未完了の計測員がいる。各水域理事はﾌｫﾛｰ願う。 

          ﾌﾗｯﾀｰﾊﾟｯﾁのｻｲｽﾞ、ｼﾞﾌﾞﾗﾌﾗｲﾝに繊維を使用する事の許可などのﾙｰﾙ変更紹介。 

② 強化・ｼﾞｭﾆｱ：2010 年 3 月 24～28 日に全日本ｼﾞｭﾆｱ選手権を和歌山ＳＣにて開催する。 

③ 強化・学連：2009 年ﾜｰﾙﾄﾞに 3 ﾁｰﾑ派遣した。白石組 4 位入賞。3 回のﾜｰﾙﾄﾞに連続入賞。 

④ 強化・女子：2010 年全日本女子、11 月の女子ﾜｰﾙﾄﾞ＠ﾌﾛﾘﾀﾞを山田理事が会員にＰＲ中。 

（７） 会計報告 

決算報告 ： 2009 年の決算報告が事務局より報告あり、参加者全員の承認を得られた。 

国際大会関係の積立金会計を起こす。 

（８） 役員改選 

会  長 ： 山本二郎さんが退任し、野元健一郎さんが就任 

顧  問 ： 前会長の山本さんが就任 

   澤村副会長 ： 退任、顧問への就任要請をする。 

斉藤副会長 ： 退任 

新副会長 ： 古賀さんが就任し、九州水域理事も兼任。 北海道水域理事を退任する佐藤さんが就任。 

理事長 ： 古賀さんから桑野さんに交替。 



副理事長 ： 実業団担当の栗原が就任。次期理事長でなく、新理事長の補佐という位置付け。 

北陸水域 ： 宮崎さんから村山さんへﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁ。宮崎さんは顧問に就任。 

北海道 ： 2010 年度中に 3 名の候補から選出、交替の予定。人選は佐藤現理事に一任 

九  州 ： 野元さんから古賀さんに交替 

井上理事 ： 退任 

富田監事 ： 退任。後任は斎藤渉さん。斎藤新監事は理事会に出席、議決権あり。 

会計監査人 ： 野見山謙さんになっていただき、外部の視点からも点検していただく。 

   事務局長 ： 吉留さん留任 

   強化担当理事の担当領域は桑野理事長が検討する。 

（９）2010 年度の行事予定 

  ①全日本ｽﾅｲﾌﾟ：長崎県ｻﾝｾｯﾄﾏﾘｰﾅにて 11 月 10～14 日で開催。 

  ②全日本ﾏｽﾀｰｽﾞ：広島市観音ﾏﾘｰﾅで 9 月 4、5 日に開催。 

  ③全日本女子：ﾏｽﾀｰｽﾞと分離し、6 月 5～6 日に海陽ＹＨで行われるミッドﾗﾝﾄﾞＪＡＰＡＮと共催で行う。 

④全日本ｼﾞｭﾆｱ：和歌山で 2011 年 3 月の 2～3 週目に開催する。 

⑤西半球選手権：8 月 30 日～9 月 3 日ｶﾅﾀﾞ ｵﾝﾀﾘｵ湖のﾊﾞｯﾌｧﾛｰで開催される。 

日本には東洋ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ(1)と国別枠（5）、ｼﾞｭﾆｱ(1)と女子(1)の合計 8 ﾁｰﾑの参加枠あり。 

各水域理事より参加対象ﾁｰﾑに連絡する。繰り下げは全日本 20 位を限度とする。 

⑥女子ﾜｰﾙﾄﾞ：11 月 8～12 日 ﾌﾛﾘﾀﾞにて。参加資格はｵｰﾌﾟﾝ。 

⑦ﾏｽﾀｰｽﾞﾜｰﾙﾄﾞ：9 月 12～19 日 ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛにて。参加資格はｵｰﾌﾟﾝ。 

（１０）2011 年以降の全日本ｽﾅｲﾌﾟ 

2014 年または 2015 年に日本・和歌山で国際大会の開催を目標とする。（理事長、白石理事ﾘｰﾄﾞ） 

そのﾘﾊｰｻﾙ大会として 2013 年または 2014 年に全日本ｽﾅｲﾌﾟを和歌山で行うことを検討する。 

開催地と時期は以下とし、次回理事会で 2011 年大会について決定する。 

2011 年：東北（名取市ゆりあげＹＨにて 10 月 6～10 日を予定しているが、関東ｲﾝｶﾚとﾀﾞﾌﾞﾘ解消が必要） 

2012 年：中国（広島開催を検討中だが、例年の開催時期である 11 月は風が無く、9 月に前倒ししたい） 

2013 年：北海道（江差または小樽にて 9 月に実施） 

2014 年：四国 

2015 年：関西 

2016 年：北陸 

（１１）2010 年度予算 

  事務局案に対して、①ｼﾞｭﾆｱのﾜｰﾙﾄﾞ補助費（20 万円）、大会補助（7.5 万円）を削減、②SCIRA に納入する

ﾌﾘｰﾄ代は各ﾌﾘｰﾄが 500 円負担する、③役員のＳＣＩＲＡ国際会議への出張旅費 10 万円を計上する事を修

正のうえ、承認された。 

ｽﾅｲﾌﾟﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙへの補助金支給規準、各水域理事の活動費支給を理事長が提案する。 

（１２）ﾙｰﾙﾌﾞｯｸの製作・販売 

  製作部数は 500 部、とし、販売価格（Ｍａｘ．2000 円を目標）、各水域の取次ぎﾏｰｼﾞﾝを理事長が提案する。 

  4 月末販売開始を目標とし、会員へは各水域理事を通して販売する。 

  掲載広告を各理事が集める事。原稿提出期限は 3 月末。 

（１３）協会規約改正 

  役職に副理事長とその役割を追加した。 

  代議員制の復活や、専門理事の役割明文化など理事長ﾘｰﾄﾞで 1 年間程度掛けて検討する。 

（１４）会員登録と会員証の発行 

  会員証の発行を止める。登録手続きﾌﾛｰ、登録番号確認方法を 2 月末迄に理事長、井田理事が提案する。 

（１５）ＳＣＩＲＡ納入費用の削減検討 

  ｾｲﾙﾛｲﾔﾘﾃｨｰﾀｸﾞの国内大会用と国際大会用の使い分けが可能か否か、ＳＣＩＲＡに問い合わせをし、可能

であればそれを行い、会員の費用負担を軽減する。 

  会員登録点検行為への反発の実情を紹介し、ＵＳＡなど他国の実態、会員登録点検の監視緩和（会員数減

少）について問いかけを行う。 

（１６）賛助会員制度 

  募集目的の明確化をする必要あり。継続検討する。 

（１７）ＪＳＡＦから「国体ﾘﾊｰｻﾙ大会でのｽﾅｲﾌﾟ級ｸﾗｽﾙｰﾙの変更許可申請（ｱﾝｶｰ、ﾊﾟﾄﾞﾙ搭載の任意化） 

  了解する。 

（１８）国体へのｽﾅｲﾌﾟ復活 

  国体開催県が艇種を決定できる。長崎国体ではｽﾅｲﾌﾟの復活をﾄﾗｲする事の紹介が古賀副会長よりあり、

全員の了解が得られた。 

（１９）理事会での決定事項とﾀｲﾐﾝｸﾞ 

  今後は、全日本大会の開催時に行う理事会で、翌年の全日本大会の日程、役員人事を決定する。 


